
（一般会計）

これまでの事業を見直し、町民生活への影響を最小限に抑えつつ、
財政の健全化を推進していきます。：行財政改革

新規事業 拡充事業 継続事業継続

総務課
　　ふるさと納税事業� 1,250万円

寄附者への特産品送付のほか、ＰＲ効果による地域活性化を
図り、財源の確保に努める。

　　交通安全対策事業� 1,920万円
交通安全指導隊や関係機関と連携し、交通事故抑止を図り、
安全安心なまちづくりを目指す。

　　消防・防災事業� 3,775万円
関係機関との連携を強化し、頻発・激甚化する自然災害に備
えるとともに、深刻な被害が生じないまちを目指す。

継続 

継続 

継続 

まちづくり推進課
　　わくや新生活応援事業� 360万円

住宅を取得した移住世帯に対し支援を行い、移住・定住を促
進し、人口減少の抑制を図る。

　　企業誘致事業� 582万円
町内における雇用の創出、地域経済の活性化のため、積極的
に企業訪問を行うなど、企業誘致を目指す。

継続 

各事業費については万円未満を切り捨てて掲載しています。

全課
共通事業

継続 

継続 

建設課
　　木造住宅耐震改修等助成事業� 242万円

木造住宅の耐震改修や倒壊の危険性が高いブロック塀の除却
などの費用を助成し、安全・安心なまちづくりを推進。

　　道路維持補修事業� 2,9４1万円
計画的に町道の維持補修や河川の浚渫を実施。

　　道路新設改良事業� 2億5,028万円
計画的に町道の改良などを行います。大谷地線、尾切線など
道路工事を実施、適正な環境整備に努める。

農林振興課
　　放射能汚染廃棄物処理事業� 5,408万円

福島原発事故により発生した汚染稲わらなどの処分を実施。
　　地域ブランド米創出事業� 254万円

銘柄米「金のいぶき」に対し、涌谷ブランド化を図り、高付
加価値米を創出する取り組みを推進。

　　県営ほ場整備関連事業� 3億9,871万円
生産基盤のほ場を整備し、農家経営の効率化などを図り、所
得向上を目指す。

　　森林経営管理制度事業� 925万円
森林環境譲与税を活用し、山林の状況を調査・把握し経営管
理権集積計画を策定。

継続 

継続 

継続 

教育総務課
　　ＧＩＧＡスクール事業� 1,258万円

児童生徒１人１台端末と高速通信ネットワークを活用した教
育の推進。

　　小学校照明器具省エネ改修事業� 384万円
校舎の照明器具をLED照明に改修することで、学校施設の省
エネ化を図る。

　　預かり保育事業� 4,065万円
幼稚園の保育時間を延長し、子育て家庭を支援。

　　給食センター調理用備品更新事業� 770万円
調理用備品更新により、学校給食の安定化を図る。

継続 

継続 

総務管理課
医療福祉センター災害復旧事業� 4,388万円
令和4年の地震で被災した町民医療福祉センターの災害復旧
工事を実施。
老人保健施設対策� 3,306万円
介護サービスを提供する町立老人保健施設に対し負担金を支
出し、安定した介護サービスを提供。
病院対策� 2億9,597万円
町立病院運営に対して負担し、住民一人ひとりが、かけがえ
のない人生を送れることを目指す。

継続 

継続 

生涯学習課
　　文化財保護・活用事業� 912万円

歴史遺産や文化財などの保護をはじめ、日本遺産を活用し、
国内外に金の歴史文化をPR。交流人口の創出や地域の活性化
を図る。

　　生涯スポーツ推進� 125万円
スポーツ振興事業を推進し、スポーツを通して健康増進など
明るく活力に富む地域づくりを目指す。

継続 

健康課
　　地域医療対策事業� 3,623万円

関係団体と連携し地域医療を確保。大崎・石巻両圏域での救
急体制の充実を図る。

　　出産・子育て応援交付金事業� 401万円
伴走型相談支援に加え、妊婦・子ども1人当たりそれぞれ5万
円を給付し、安心して出産・子育てできるよう支援。

　　予防接種事業� 3,487万円
インフルエンザや風しんなど各種ワクチンで予防できる感染
症の発症や重症化の予防を目指す。

継続 

継続 

福祉課
重層的支援体制整備事業� 8,046万円
介護や子ども子育て、生活困窮分野など行政機関と民間団体
の連携体制の構築など、各種支援の本格実施に向けた準備、
試行的な取り組みを実施。
障害・障害児童福祉計画等策定事業� 469万円
障害者プラン、障害福祉計画、障害児福祉計画の3計画を策
定し、障害者の自立、社会参加の支援を行う。
子育て支援計画等策定事業� 500万円
子ども・子育て支援事業計画、貧困対策市町村計画策定のた
めのニーズ調査を行う。
放課後児童健全育成事業� 4,589万円
留守家庭児童の生活と遊びの場を確保し、子どもの健全育成
を推進。

継続 

企画財政課
　　情報発信事業� 372万円

ホームページや広報などによる情報発信。

　　地域おこし協力隊事業� 3,955万円
都市部の住民を協力隊に委嘱し、柔軟な発想による地域おこ
しを推進。

継続 
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健（検）診を受けて商品券を当てよう
国保インセンティブ事業の当選者決定
　2月22日（水）に、涌谷町町民医療福祉センターにお
いて、令和4年度国保インセンティブ事業「健（検）診
を受けて商品券を当てよう」の当選者を決定しました。
　この事業は、涌谷町国民健康保険の被保険者が、特
定健康診査やがん検診などを受け、健診結果を提出し
た人を対象に商品券などが当たるものです。令和4度
の応募総数は、281人でした。令和5年度も本事業は
実施されますので、健（検）診を受けた人は応募して得
をしましょう。

水防活動に対する功労を表彰
涌谷町消防団に国土交通大臣表彰
　涌谷町消防団が令和4年7月14日から続いた大雨に
よって発生した出来川の越水や決壊などの洪水に際し
て一致団結し、水害の防止にあたり国土の保全に尽く
したとして、令和5年2月7日（火）に国土交通大臣から
表彰されました。
　表彰式は、東京都にある国土交通省において行われ、
涌谷町消防団の田村敏

とし

幸
ゆ き

団長が出席し、水防に従事し
功績があった他の11団体と多年にわたる功労のあっ
た16人の個人とともに表彰されました。

多年にわたる交通安全に対する功労を表彰
和賀稔

みのる

氏が交通栄誉章緑十字金賞を受章
　1月18日（水）に、東京都新宿文化センターで執り行
われた第63回交通安全国民運動中央大会において、遠
田地区交通安全協会の和賀稔会長が、交通栄誉章緑十
字金賞を受章されました。
　和賀会長は、長年にわたり涌谷町や遠田地区の交通
安全に尽力されてきました。今回の受章を受け、「こ
れからも地域の交通安全に取り組んでいきたい」と今
後への抱負を述べていました。

これからもお元気で
満百歳おめでとうございます
　2月3日（金）に、石川きみのさんが百歳の誕生日を迎
えました。自宅で満百歳をお祝いするとともに、敬老
祝い金と祝詞を贈呈しました。美容師のお孫さんに髪
のセットと化粧をしてもらい、胸元の青い花のコサー
ジュがとてもおしゃれでした。
　健康の秘訣は、ダンベルや腕を動かす運動をしてお
腹を空かせて、好き嫌いせず何でも食べることと笑顔
で答えてくれました。どうぞこれからも体に十分に気
をつけて、ますます長寿であることをお祈りします。

― 10 ―広 報 わ く や 令和５年４月1日発行



みちのくＧＯＬＤ浪漫を食で楽しむ
みちのくＧＯＬＤ浪漫フェアを開催
　3月1日（水）から3月31日（金）までの1カ月間、仙台
市青葉区勾当台公園内にあるROUTE227カフェにお
いて、日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」の構成市町
の食材を使ったメニューを提供するフェアが開催され
ました。
　涌谷町の金のいぶきをはじめ、南三陸町の牡

か

蠣
き

や気
仙沼市のサメ肉、石巻市のトマト、陸前高田市の奇跡
の醤

ひしお

、平泉町のりんごが組み合わせた全4品のメニュー
が考案され、提供されました。

日本遺産認定4周年記念事業
みちのくＧＯＬＤ浪漫シンポジウムを開催
　2月23日（祝・木）に、岩手県陸前高田市の市民文化
会館「奇跡の一本松ホール」において、ストーリー「み
ちのくＧＯＬＤ浪漫」が日本遺産に認定されて4周年
を記念したシンポジウムを開催しました。
　13時から始まったシンポジウムには、日本遺産「み
ちのくＧＯＬＤ浪漫」に関心を寄せる大勢の皆さんが、
陸前高田市内のみならず、岩手県・宮城県各地から来
場し、会場は満席となりました。
　オープニングアクトとして、気仙沼市の構成文化財
の一つ「崎浜大漁唄込」を保存会の皆さんによって勇
壮に披露していただき、開会を盛り上げていただきま
した。
　その後、日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」推進協
議会としての認定から現在に至るまでの取り組み状況
の経過を陸前高田市の学芸員の曵

ひき

地
ち

隆
りゅう

元
げ ん

氏から紹介し、
基調講演として、会津若松で大正時代から続く青果問
屋の4代目で、日本遺産統括プロデューサーを務めて
いる本田勝

かつ

之
の

助
す け

氏に「after/withコロナ時代の日本遺
産活用」というテーマでお話しいただきました。
　基調講演後には、気仙沼市の唐桑観光ガイドの会の
戸羽芳

よし

文
ふ み

氏による「みちのくＧＯＬＤ浪漫」にかかわ
る自主企画として整備した唐桑トレッキングコースや、
涌谷町の一般社団法人AuBlessの丹治奈

な

緒
お

子
こ

氏による
黄金食財にまつわる取り組みを事例発表していただき
ました。
　さらに、事例発表をした2人に加え、一関市で観光
業を営む株式会社まるくの大竹真

しん

氏とみちのくＧＯＬ
Ｄ浪漫認定ガイドの佐山有

ゆう

子
こ

氏（一関市）を交え、これ
までの軌跡とこれからに向けた道筋について、パネル
ディスカッションを行い、意見交換を行いました。
　また、シンポジウムの開催に合わせ、陸前高田市立
博物館では、2月1日（水）から2月28日（火）までの期間、
各市町が持つ構成文化財が一堂に会する日本遺産「み
ちのくＧＯＬＤ浪漫」にまつわる特別展を実施。各週
末には、推進協議会の学芸員や認定ガイドによる特別
展ガイドツアーを1日2回ずつ実施し、「みちのくＧＯＬ
Ｄ浪漫」にかかわる知見を深めていただきました。
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涌谷町産の飼料用子実コーンで飼育
みちのくの心意気を学校給食で提供
　2月28日（火）に、涌谷町の学校給食で、令和4年に
涌谷町内で栽培された飼料用子実コーンで飼育された
豚肉「みちのくの心意気」が提供されました。
　涌谷町では、令和4年から転作の一環として子実コー
ンの栽培を開始。輸入飼料が高騰している中、輸送に
伴う二酸化炭素排出の削減や収穫後の農薬散布がない
飼料として飼料メーカーとともに注力しています。さ
らに、大手スーパーも高付加価値な豚肉として注目し
ています。

ひなまつりを楽しむ
さくらんぼこども園でひなまつり誕生会
　3月3日（金）に、さくらんぼこども園で、ひなまつり
誕生会が開かれました。アリーナ内に園児の皆さんが
手作りしたひな飾りを展示。
　アトラクションとして、先生がおひなさまとおだい
りさまに扮した格好をして、被り物や持ち物が間違っ
ている点を正しく言い当てるクイズやおだいりさまと
なった男の子の演奏に合わせて、おひなさまとなった
女の子が扇子を持ち優雅に踊り、ひなまつりを楽しみ
ました。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告
パステルアートを描いてみよう！
　2月20日（月）に町民医療福祉センターで『パステルアートを描いてみ
よう！』を開催しました。講師にパステルのアトリエ「ベルクルール」
の菅野みき子先生をお招きしました。
　パステルアートの描き方の説明をしていただき、初めてのパステル
アートに挑戦しました。皆さん自分好みの色を使って熱中して描いてい
きました。
　同じ材料、同じ型を使ったのに、それぞれ優しさを感じるふんわりと
した個性あふれる作品ができました。
　今回は幅広い年齢の方に参加していただき、交流の幅も広がり楽しい
時間になりました。

遠藤釈雄町長コラム

コラムとの出会い
　町長となって間もなく、町広報誌に町長コラムを連
載することになった。私は人前で話すこと、高いとこ
ろ、字を書くことが苦手だ。コラムを書くとは夢にも
思ったことがない。しかし、町民の皆さまに、自分の
考え・行動をお示しするためにと筆を執ることにした。
　苦手と思っていたコラムだが、実際に執筆してみる
と四角四面の公務における一瞬のオアシスとなってい
た。恥ずかしいコラムが多かったかもしれないが、お
読みいただいた町民の皆さまに深く感謝します。

《遠藤釈雄町長の公務（2月16日～3月15日）》
●2月17日㈮	 町財政及び病院事業に係る有識者会議
� （役場）
●2月20日㈪	 涌谷町議会運営委員会
	 涌谷町議会全員協議会� （役場）
●2月21日㈫	 健康と福祉の丘運営委員会
� （町民医療福祉センター）
●2月23日㈭	 みちのくＧＯＬＤ浪漫シンポジウム
� （陸前高田市）
●2月27日㈪	 第2回涌谷町空き家対策協議会�（役場）
●3月2日㈭～10日㈮  涌谷町議会定例会3月会議
� （議場）
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ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付

す
る
こ
と
で
、
月
々
50
円
割
引
さ

れ
る
早
割
制
度
や
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
多
い
６
カ
月
前
納
・

１
年
度
前
納
・
２
年
度
前
納
も
あ

り
ま
す
。
１
年
度
前
納
・
２
年
度

前
納
は
２
月
末
ま
で
の
申
し
出
が

必
要
で
す
。

　
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
し
、
希

望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
年
金
事
務
所

☎
23
ー
１
２
０
０

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

涌
谷
町
箟
岳
地
区

町
民
体
育
館
改
修
工
事
の

お
知
ら
せ

　
涌
谷
町
箟
岳
地
区
町
民
体
育
館

の
屋
根
・
外
壁
の
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
通
常
ど
お
り
体

育
館
を
利
用
で
き
ま
す
が
、
一
部

駐
車
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　
☎
43
ー
３
０
０
１

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
は
、
誰
も
が
加
入
す

る
制
度
で
す
。
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
加
入
者
の
職
業
な
ど
に
よ
っ
て

３
つ
の
種
類
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

▼
第
１
号
被
保
険
者　
自
営
業
者
、

学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
の
人

な
ど
。
住
所
地
の
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
自
分
で
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者　
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
の
加
入
者
で
、
手
続
き

は
勤
務
先
で
行
い
ま
す
。

▼
第
３
号
被
保
険
者　
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
で
、
手
続
き
は
第
２
号
被
保
険

者
の
勤
務
先
経
由
で
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が

お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
で
納
付
で
き
ま
す
。
口

座
振
替
で
は
、
保
険
料
が
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
、
金
融
機
関
な

ど
に
行
く
手
間
も
省
け
、
納
め
忘

れ
も
な
く
便
利
で
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
２
月
分
受
付
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税

　
全
国
の
69
人
の
皆
さ
ま

�

１
９
４
万
４
千
円

▼
児
童
福
祉
の
一
助
と
し
て

　
株
式
会
社
カ
ツ
ヨ
シ
商
事

　

パ
チ
ン
コ
メ
ル
ヘ
ン
ワ
ー
ル
ド

　
涌
谷
店
さ
ま�

お
菓
子
４
箱

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま�

２
万
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
☎
43
ー
２
１
１
１

箟
岳
区
行
政
区
長
が

代
わ
り
ま
す

　
令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
で
、

箟
岳
区
行
政
区
長
と
し
て
土
井
了り

ょ
う

寛か
ん

氏
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
前
行
政
区
長
の
坊
城
延え

ん

溟め
い

氏
に
は
、
13
年
間
に
わ
た
り
お

務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
尽
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　
☎
43
ー
２
１
１
３

地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

　
本
町
は
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

月
将
館
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

制
度
を
導
入
し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校
と

地
域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
子

ど
も
た
ち
を
育
て
、
支
え
て
い
く

た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
過
疎
化
な
ど
の
地

域
の
課
題
と
向
き
合
い
、
学
校
を

中
心
に
地
域
が
つ
な
が
り
、
地
域

活
動
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
月
将
館
小
学
校
で
は
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
教
育
活
動
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
活
動
を
さ
ら
に
継
続
的
、
発

展
的
に
行
う
た
め
の
取
り
組
み
で

す
。
令
和
５
年
度
に
月
将
館
小
学

校
の
保
護
者
向
け
お
よ
び
地
域
の

皆
さ
ま
向
け
の
説
明
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
説
明
会
の
詳
細
は
、

広
報
わ
く
や
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
広

く
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

支
え
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

☎
43
ー
２
１
４
０

春
季
町
民
一
斉
清
掃
を

４
月
８
日
６
時
～
８
時
に

実
施
し
ま
す

　
各
地
域
の
清
掃
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
清
掃
で
出
た
ゴ
ミ

は
、「
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
」「
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
い
汚
れ
た
燃
え
な
い

ゴ
ミ
」
に
分
別
し
集
積
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
今
回
は
側
溝
な
ど

か
ら
出
る
土
砂
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

土井了寛氏バケツで稲の栽培を
指導する様子

お知らせ イベント相談 募集― 13 ―



　　

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　
４
月
９
日（
日
）

　
９
時
～
12
時（
事
前
予
約
制
）

▼
場
所　
町
民
生
活
課
窓
口

▼
予
約
方
法　
電
話
に
よ
る
事
前

予
約
制（
平
日
９
時
～
17
時
）。
定

員
18
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

▼
持
参
物　
交
付
通
知
書（
ハ
ガ

キ
）、
本
人
確
認
書
類
、
個
人
番

号
通
知
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

☎
43
ー
２
１
１
３

春
の
交
通
安
全
運
動
は

５
月
に
実
施
さ
れ
ま
す

　
例
年
、
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま

で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
て
い
る
全

国
春
の
交
通
安
全
運
動
は
、
今
年

は
全
国
統
一
地
方
選
挙
の
た
め
、

５
月
11
日（
木
）か
ら
20
日（
土
）ま

で
の
10
日
間
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
新
入
学
児
童
の
通
学

が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
４
月
６
日

（
木
）か
ら
15
日（
土
）ま
で
は
新
入

学
児
童
等
交
通
安
全
対
策
強
化
期

間
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
見
守
り
活
動
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
防
災
交
通
班

☎
43
ー
２
１
１
６

役
場
な
ど
で
無
料
の

公
衆
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
町
で
は
、
来
庁

者
の
皆
さ
ま
の
利

便
性
向
上
の
た
め
、

役
場
庁
舎
と
町
民

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
一
部
で
、

無
料
で
利
用
で
き
る
公
衆
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
公
衆
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
接
続
用
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
Ｉ
Ｄ
名
は
各
窓
口
な
ど

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
革
推
進
班

☎
43
ー
２
１
１
１

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

前
広
便
座
を

設
置
し
ま
し
た

　

涌
谷
町
町
民
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
東
側（
研
修
ホ
ー
ル
側
）

と
西
側（
老
人
保
健
施
設
側
）身
障

者
ト
イ
レ
に
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
前
広
便
座
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
人
工
肛こ

う

門も
ん

や
人
工
膀ぼ

う

胱こ
う

を
造
設

し
て
い
る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
人
が

座
っ
て
楽
に
排は

い

泄せ
つ

で
き
、
ど
な
た

で
も
快
適
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
該
当
す
る
身
障
者
ト
イ
レ
入
口

に
サ
イ
ン
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
班

☎
25
ー
７
９
０
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
受
取
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
受
け
取
れ
る
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
受
付
後
10
分
程
度
で
受

け
取
れ
ま
す
。

　
平
日
は
、
８
時
30
分
～
17
時
15

分
に
受
け
取
れ
、
毎
週
水
曜
日
は
、

19
時
ま
で
窓
口
を
延
長
し
て
い
ま

す
。
混
雑
時
は
お
待
た
せ
す
る
場

More PickUp 4月23日（日）は、
涌谷町長及び涌谷町議会議員補欠選挙の投票日です。

投票は、4月 23日（日）午前 7時から午後 7時まで各投票所で行われます。

《投票できる人》
①平成 17年 4月 24日以前に生まれた人
②令和 5年 1月 17日以前に本町に住民登録（または転
入届出）され、引き続き住所を有している人

《期日前投票》

▼期　間　4月19日（水）から4月22日（土）まで

▼時　間　午前 8時 30分から午後 8時まで

▼場　所　涌谷町役場西庁舎 1階 第 1会議室

▼持参物　入場券（行政区長を通じて配布。裏面が宣誓
書となっていますので、太枠内の氏名・生年月日をあら
かじめ記入し、ご持参ください）

《不在者投票》
　指定の病院や老人ホームなどに入院・入所されている
人は、その施設で不在者投票をすることができますので、
病院などの係の人に相談してください。
　その他に不明な点については、涌谷町選挙管理委員会
にお問い合わせください。

《開票日時・場所》

▼日　時　4月23日（日） 午後8時30分から

▼場　所　涌谷公民館

《問い合わせ先》
　涌谷町選挙管理委員会（涌谷町総務課内）
　☎ 43-2111

― 14 ―広 報 わ く や 令和５年４月1日発行



下
水
道
・
農
集
排

お
よ
び
浄
化
槽
設
置
の

補
助
金
制
度

　
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
用
水

域
の
保
全
を
目
的
に
、
下
水
道
へ

の
接
続
や
浄
化
槽
設
置
を
推
進
す

る
た
め
工
事
へ
の
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

【
宅
内
排
水
設
備
設
置
工
事
費
補

助
金（
公
共
下
水
道
・
農
集
排
）】

▼
交
付
条
件　
①
下
水
道
処
理
区

域
内
に
あ
る
戸
建
住
宅（
持
ち
家
）

②
新
規
の
下
水
道
接
続
③
宅
地
内

に
設
置
す
る
排
水
設
備
で
最
上
流

マ
ス
か
ら
町
管
理
の
公
共
マ
ス
ま

で
の
全
区
間
で
20
ｍ
を
超
え
る
部

分
④
排
水
設
備
の
設
置
に
伴
い
既

設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
を
撤
去
さ

れ
る
場
合
は
一
律
６
万
円
を
上
乗

せ▼
交
付
額　
１
ｍ
あ
た
り
２
千
円

　
　
　
　
　
（
上
限
10
万
円
）

【
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
】

▼
交
付
条
件　
①
下
水
道
処
理
区

域
内
に
あ
る
戸
建
住
宅（
持
ち
家
）

②
合
併
処
理
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
住
宅

▼
交
付
額　
５
人
槽
33
万
２
千
円
、

７
人
槽
41
万
４
千
円

▼
注
意
事
項　
工
事
着
手
後
の
申

請
は
、
補
助
対
象
外
。
予
算
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
班

☎
43
ー
２
１
３
１

春
の
農
作
業
安
全
確
認

運
動
の
お
知
ら
せ

　
春
の
農
繁
期
に
あ
た
り
、
３
月

１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
農
作
業

安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
次
の

事
項
に
注
意
し
、
安
全
な
農
作
業

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
農
作
業
に
適
し
た
服
装
で
作
業

す
る
。

・
機
械
の
点
検
時
に
は
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
し
安
全
を
確
認
す
る
。

・
長
時
間
の
作
業
や
夜
間
作
業
を

避
け
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課　
☎
25
ー
８
５
１
１

身
体
障
害
者
な
ど
へ
の

軽
自
動
車
税
種
別
割
の

減
免
申
請
に
つ
い
て

　
身
体
や
精
神
の
障
害
者
が
使
用

す
る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
っ
て
軽
自
動
車
税
の
減
免
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る

自
動
車
は
、
普
通
自
動
車
を
含
め

身
体
障
害
者
な
ど
１
人
に
つ
き
１

台
に
限
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
税

務
課
税
務
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　
４
月
14
日（
金
）～

４
月
24
日（
月
）（
平
日
の
み
。
期

日
を
過
ぎ
た
場
合
は
受
付
不
可
）

▼
持
参
物　

①
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
②
申
請

者
の
運
転
免
許
証（
写
し
で
も
可
）

③
減
免
を
受
け
る
車
両
の
軽
自
動

車
税
納
税
通
知
書（
４
月
14
日
に

発
送
）④
軽
自
動
車
税
減
免
申
請

書（
昨
年
度
減
免
を
受
け
た
人
に

の
み
送
付
。
減
免
対
象
車
両
を
変

え
た
人
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
そ
の
他　
自
動
車
税（
県
税
）に

も
同
様
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
北
部
県
税
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
税
務
班

☎
43
ー
２
１
１
４

北
部
県
税
事
務
所

☎
91
ー
０
７
０
５

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
お
よ
び
閲
覧
に
つ

い
て

　
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
、
税
務
課
税
務
班
で
平
日

（
８
時
30
分
～
17
時
）に
、
縦
覧
・

閲
覧
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
】
土
地
や
家
屋
を
所
有
す

る
納
税
者
は
、
所
有
資
産
と
他
の

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
土
地
の
み
の

所
有
者
は
土
地
の
み
、
家
屋
の
み

の
所
有
者
は
家
屋
の
み
を
縦
覧
で

き
ま
す
。

▼
期
間　
４
月
３
日（
月
）

　
　
　
～
５
月
31
日（
水
）

▼
縦
覧
で
き
る
人　
本
町
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者（
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
親
族
も
縦
覧
可
）、
納

税
者
の
委
任
を
受
け
た
人（
委
任

状
が
必
要
）、
納
税
管
理
人

▼
縦
覧
内
容

▽
土
地　
所
在
地
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額

▽
家
屋　
所
在
地
、
種
類（
用
途
）、

構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
、
評
価

額▼
手
数
料　
無
料

▼
持
参
物　
納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
や
納
税
通

知
書
な
ど
）

【
閲
覧
】
自
分
の
所
有
す
る
固
定

資
産
の
内
容
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
期
間　
年
間
を
通
し
て
随
時

▼
閲
覧
で
き
る
人　
本
町
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者（
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
親
族
も
閲
覧
可
）、
納

税
者
の
委
任
を
受
け
た
人（
委
任

状
が
必
要
）、
借
地
・
借
家
人

▼
閲
覧
内
容

▽
所
有
す
る
資
産
の
課
税
台
帳

（
借
地
、
借
家
人
は
賃
貸
借
契
約

な
ど
の
対
象
資
産
の
課
税
台
帳
）

▼
手
数
料　
１
件
３
０
０
円

　
た
だ
し
、
４
月
３
日（
月
）か
ら

５
月
31
日（
水
）ま
で
は
無
料

▼
持
参
物 　
納
税
者
と
確
認
で

き
る
書
類（
運
転
免
許
証
や
納
税

通
知
書
な
ど
）。
借
地・借
家
人
は
、

賃
貸
借
契
約
書
な
ど
と
本
人
確
認

書
類（
運
転
免
許
書
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
☎
43
ー
２
１
１
４

涌
谷
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
請
負
単
価
と

事
務
費
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
宮
城
県
の
最
低
賃
金
の
改
正
に

伴
い
４
月
か
ら
請
負
単
価
の
設
定

を
改
定
し
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
に
伴

い
事
務
費
を
４
月
か
ら
10
％
か
ら

12
％
に
改
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
涌
谷
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
涌
谷
町
に
居
住

す
る
健
康
で
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
の
人
を
募
集
し
ま
す
。
会
員
登

録
に
は
、
年
度
会
費
と
し
て
３
千

円
か
か
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
44
ー
１
７
１
０

お知らせ イベント相談 募集― 15 ―



《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
契
約
書
を
よ
く
確
認
し
、
退
去

時
の
原
状
回
復
の
負
担
に
つ
い
て

理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　
退
去
時
は
も
ち
ろ
ん
入
居
時
に

も
、
賃
貸
人
・
賃
借
人
が
双
方
立

ち
会
い
、
部
屋
の
現
状
を
確
認
し
、

日
付
入
り
で
写
真
に
撮
り
、
記
録

を
残
し
ま
し
ょ
う
。
費
用
負
担
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
内
訳
の
説
明

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
資
料　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

《
困
っ
た
と
き
は
早
め
に
相
談
》

　
毎
週
月
曜
・
木
曜
の
９
時
か
ら

15
時
ま
で
、
消
費
生
活
相
談
員
が

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

涌
谷
町
高
齢
者
等

あ
ん
し
ん
見
守
り
事
業

　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

人
お
よ
び
65
歳
以
上
の
人
の
み
の

世
帯
を
対
象
に
、
緊
急
通
報
装
置

を
設
置
し
、
緊
急
時
に
協
力
員
に

よ
る
安
否
確
認
や
専
門
知
識
を
有

す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
健
康

相
談
な
ど
の
高
齢
者
の
見
守
り
を

行
い
ま
す
。

　
機
器
の
設
置
に
は
固
定
電
話
が

必
要
で
す
。
利
用
に
は
申
請
が
必

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、

皆
さ
ん
と
役
所
と
の
間
に
立
ち
、

解
決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

▼
相
談
日　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
　
　
　
　
10
時
～
12
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
！

　
春
先
は
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
・
住

宅
を
借
り
る
契
約
や
退
去
を
す
る

こ
と
が
多
い
季
節
の
た
め
、
退
去

す
る
際
の
原
状
回
復
費
用
に
関
す

る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

《
原
状
回
復
と
は
》

　
借
主
の
故
意
・
過
失
や
不
適
切

な
管
理
な
ど
に
よ
り
、
部
屋
に
生

じ
た
損
耗
な
ど
に
つ
い
て
修
復
す

る
こ
と
で
、
そ
の
費
用
は
借
主
の

負
担
と
な
り
ま
す
。
部
屋
に
は
、

借
主
の
通
常
の
使
用
に
よ
る
通
常

損
耗
や
経
年
劣
化
も
生
じ
ま
す
が
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
貸
主
の
負
担

で
す
。

　
貸
主
が
用
意
す
る
賃
貸
借
契
約

書
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
原
則
が
異

な
る
定
め
が
お
か
れ
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
の
で
、
契
約
前
に
原

状
回
復
に
関
す
る
借
主
負
担
に
つ

い
て
の
確
認
が
必
要
で
す
。

世
』」
が
４
月
８
日（
土
）に
発
売

さ
れ
ま
す
。
春
の
お
花
見
や
大
切

な
家
族
や
友
人
な
ど
へ
の
贈
り
物

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
発
売
日　
４
月
８
日（
土
）

▼
取
扱
店　
あ
ら
茶
屋
、
小
野
周

商
店
、
北
田
商
店
、
長
南
酒
店
、

福
田
商
店
、
最
上
商
店
、
森
酒
店
、

Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
涌
谷
や
ま
し
ゅ
う

▼
販
売
価
格　
３
３
０
０
円（
税

込
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
ー
２
１
１
２

行
政
相
談
委
員
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
４
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
よ

り
、
長
塚
久く

美み

氏
が
行
政
相
談
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
仕
事

を
は
じ
め
、
独
立
行
政
法
人
・
特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の

城
山
の
金
さ
ん
の

は
と
麦
茶
の
発
売
日
は

４
月
上
旬

　
城
山
の
金

さ
ん
の
は
と

麦
茶
が
４
月

上
旬
か
ら
涌

谷
町
内
の
小

売
店
を
中
心

に
発
売
さ
れ

ま
す
。
今
回
も
涌
谷
町
産
は
と
麦

１
０
０
％
使
用
で
、
ノ
ン
カ
フ
ェ

イ
ン
。
こ
れ
ま
で
も
老
若
男
女
問

わ
ず
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
だ
か
ら
安

心
し
て
飲
め
る
と
好
評
を
頂
い
て

き
ま
し
た
。

　
24
本
入
り
ケ
ー
ス
は
、
親
せ
き

や
知
人
へ
の
お
土
産
・
贈
り
物
に

ち
ょ
う
ど
良
い
と
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
涌
谷
ま
ち
づ
く
り

推
進
機
構

☎
25
ー
３
７
５
０

令
和
４
年
産

純
米
大
吟
醸
「
稀
世
」
を

４
月
８
日
に
発
売
し
ま
す

　
声
優
で
歌
手
の
涌
谷
町
黄
金
大

使
・
安
野
希
世
乃
さ
ん
に
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
い
た
だ
き
、
３
年
目
を

迎
え
る
日
本
酒「
純
米
大
吟
醸『
稀

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す

る
実
践
団
体
を
支
援
助

成
し
ま
す

大
崎
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
事
業

み
ち
の
く
の
宝
島
大
崎

▼
助
成
対
象　
大
崎
圏
域
内
で
活

動
し
て
い
る
団
体
で
、
大
崎
圏
域

の
複
数
の
市
町
に
在
住
す
る
実
行

委
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
広

域
的
な
実
行
委
員
会
体
制
を
確
立

し
て
い
る
団
体
ま
た
は
確
立
で
き

る
団
体（
学
生
・
生
徒
の
み
の
団

体
は
除
く
）が
行
う
事
業
の
う
ち
、

公
益
性
・
公
共
性
の
あ
る
事
業
で
、

令
和
５
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
に
実
施
す
る
事

業
に
限
る
。

▼
事
業
例　
①
地
域
の
優
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
発
展
を
目
的
と
す

る
イ
ベ
ン
ト
②
広
域
的
な
音
楽
イ

ベ
ン
ト
③
国
際
交
流
を
通
し
て
人

材
育
成
や
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と

す
る
イ
ベ
ン
ト

▼
助
成
金
額　
助
成
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内（
上
限
50
万
円
）（
審

査
会
を
開
催
し
助
成
額
を
決
定
）

▼
受
付
期
間　
４
月
３
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
６
月
30
日（
金
）

　
所
定
申
請
書
で
申
し
込
む

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

大
崎
地
域
広
域
広
域
行
政
事
務
組

合
事
務
局
総
務
課
総
務
企
画
係

☎
23
ー
２
３
２
５

行政相談委員
長塚久美氏
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